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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月21日(2016.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集積された干渉ジャイロスコープおよび加速度計デバイスであって、
　該デバイスが、
　　　共振カンチレバービームと、
　　　前記共振カンチレバービームを取り囲む領域と
　　を備えた基板と、
　　前記共振カンチレバービームと加速度軸方向に沿って配置された共鳴キャビティを備
えたパッケージと、
　　前記共振カンチレバービーム内に組み入れられたドライバであって、前記共振カンチ
レバービームを熱電的に共鳴するように構成されたことを特徴とするドライバと、
　　前記共振カンチレバービーム内に組み入れられたセンサであって、前記共振カンチレ
バービームの面外の加速力に関する信号を感知するように構成されることを特徴とするセ
ンサと、
　　前記基板の前記領域上で前記共振カンチレバービームを取り囲む光導波路を備えた半
導体干渉光学ジャイロであって、加速力に相当するベクトルとおおよそ等しい軸を中心に
回転運動を感知するように構成されているジャイロと
を有することを特徴とする、デバイス。
【請求項２】
　回転力および加速力を感知するための方法であって、
　共振カンチレバービームを熱電的に共鳴させるステップと、
　共振カンチレバービームの面外の加速力に関する信号を感知するステップと、
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　加速力に相当するベクトルとおおよそ等しい軸を中心に共振カンチレバービームの回転
運動を感知するステップと
を有し、
　前記回転運動を感知するステップが、前記共振カンチレバービームを取り囲む基板の領
域に組み入れられた光導波路を備えた半導体干渉光学ジャイロを使用することを有するこ
とを特徴とする方法。
【請求項３】
　前記共振カンチレバービームを熱電的に共鳴させるステップが、ピエゾ抵抗器ドライバ
で共振カンチレバービームを熱電的に共鳴させることからなり、前記加速力に関する信号
を感知するステップが、ピエゾ抵抗器センサで信号を感知することからなることを特徴と
する請求項２に記載の方法。
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